
1.   主　　催 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会

2.   開催日・会場 【福岡会場】平成２８年９月１７日（土）
スカラエスパシオ
〒810-0004 福岡県福岡市中央区渡辺通4-8-28　F.TビルB2

アクセス： 西鉄福岡（天神）駅 南口より…徒歩で約２分

【仙台会場】平成２８年９月２４日（土）
仙台市シルバーセンター　交流ホール
〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院1-3-2　1F

アクセス： ＪＲ仙台駅より…徒歩で約８分

3.   対　　象 高齢者医療・介護従事者及び一般

6.   お問い合わせ 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会
〒102-0093　東京都千代田区平河町2-7-1　塩崎ビル7階 
TEL：03-5211-7700　　FAX：03-5211-7705 
ホームページURL：http://www.roushikyo.or.jp/ 
メールアドレス：js.jimukyoku@roushikyo.or.jp

4.   参　加　費 無　料 5.   定　　員 各会場300名

開 催 趣 旨
　日本の認知症の人の数は２０１２年で約４６２万人、６５歳以上高齢者の約７人に１人と推計されています。
　さらに、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年には、認知症の人は約７００万人（約５人に１人の割合）に達すると
予測されています。
　最新の調査結果によれば、認知症の「社会的費用」の推計は２０１４年に１４．５兆円に上り、介護に係る家族の負担
額は６兆円超と公表されました。
　あらためて認知症の人や家族の抱える深刻な課題が浮き彫りとなり、社会全体で支え合う仕組みづくりが急がれます。
　政府は２０１５年１月「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」を策定し、認知症の人の意思が尊重され、できる
限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現にむけた様々な取組みを行っています。
　社会福祉法人（特別養護老人ホーム等）では、入所者の約９割近くに及ぶ認知症の人を受け入れ、認知症ケアの最先
端を担ってきた実績があり、地域全体での認知症ケア推進にむけ、その機能と役割の発揮に大きな期待が寄せられてい
ます。
　このフォーラムでは、社会福祉法人（特別養護老人ホーム等）が長い歴史の中で培ってきた「日本式ＫＡＩＧＯ」の実
践による先進的な介護を公開するとともに、認知症の人の暮らしを支え、その人らしい生活の支援の視点に立った認知
症ケアのあり方について考える機会とします。
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時　間 内　　　　容
13：00 開会挨拶� 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会

13：10 講　演「認知症の理解と支援―“点”から“面”へのケア展開に向けて」
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所　　　　 

自立促進と介護予防研究チーム　研究部長　　　　
粟田　主一　氏

14：10 休　　　憩

14：20 ディスカッション「認知症介護の展開―“点”から“面”へ」
　認知症が疑われる初期から症状が重くなるまでには、いくつもの段階や転機があり、そのあ
いだも途切れることなく社会や人とのかかわり、生活の営みがあります。
　このプログラムでは、その時間の流れに沿って認知症の人や介護者を支える支援のしくみと、
介護が関わるプロセスを解説します。
パネリスト� 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所　　　　　 
� 自立促進と介護予防研究チーム　研究部長　　　　　 
� 粟田　主一　氏
		 【福岡会場】� 福岡県保健医療介護部 高齢者地域包括ケア推進課
		 【仙台会場】� 仙台市健康福祉局 保険高齢部 介護予防推進室
コーディネーター� 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会　理事　　　　　　　　 
� 認知症ケア推進戦略本部　本部長　鴻江　圭子　氏

事例提供

15：50 総括・閉会挨拶� 公益社団法人　全国老人福祉施設協議会
16：00 終　　　了

【Stage1　軽度認知障害（MCI）～認知症初期】
社会福祉法人杏風会（熊本県）
◦�社会福祉法人実施主体の初期集中支援チームについて
◦�社会福祉法人が運営する認知症カフェやサロン等の取り
組みと認知症の人や家族への支援、地域啓発活動等

【Stage2　軽度～中等度】
【福岡会場】 
高浜安立荘デイサービスセンター 
老人短期入所事業いこいの宿高浜安立 
短期入所生活介護事業所 
特別養護老人ホーム高浜安立荘（愛知県）
◦�回想法を利用したデイサービス、ショートステイに�
おける認知症ケアの取り組み

【仙台会場】 
社会福祉法人中山梅寿会（愛媛県）
◦�社会福祉法人を中心とした認知症診療とケアシステム
認知症専門医との連携による情報の集約・早期診断か
ら状態に応じたサービスの提供

【Stage3　重度～終末期】
特別養護老人ホーム偕楽園ホーム 
デイサービス・グループホーム初音の杜（東京都）
◦�フィジオロールによる認知症進行予防の効果
◦�全介助利用者の認知症改善を目的とした料理活動の効果

7.  プログラム



申込日　平成　　年　　月　　日

申込書送付先：公益社団法人全国老人福祉施設協議会行
FAX：03-5211-7706

※開催要項をご確認のうえ、すべての項目にもれなくご記入または○印をお付けください。
※４名様以上お申込みの場合はコピーしてご使用ください。
※開催日の約１週間前に参加券をお送りいたします。参加券をご持参のうえ当日会場にお越しください。

※医療・介護従事者の方は下記にもご記入ください。
ふりがな

事業所名

連絡先住所
ＴＥＬ／ＦＡＸ

〒　　　　－　　　　　�

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　

E-mail

会員№
※全国老施協会員のみ
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参加申込書

連絡先住所
ＴＥＬ／ＦＡＸ

〒　　　　－　　　　　�

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　

E-mail

≪申込理由≫　※主な申込理由に○をつけてください。（複数選択可）
　１．家族等の介護をしている
　２．高齢者介護や認知症介護に関心がある
　３．医療・介護の仕事に従事している
　４．その他

　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ふりがな 職 

種
性 

別 男・女 年 

齢 　　歳
参加者氏名

ふりがな 職 

種
性 

別 男・女 年 

齢 　　歳
参加者氏名

ふりがな 職 

種
性 

別 男・女 年 

齢 　　歳
参加者氏名

【個人情報保護の取り扱いについて】
本フォーラムの参加申込書にご記入された個人情報は、運営管理の目的のみに利用させていただきます。
※�お申し込み後、ご都合によりキャンセルされる場合は、恐れ入りますがＦＡＸまたはメール等書面にて� �
本会事務局までお知らせください。


